
6401 ビジュアルアプローチ　材料力学

第1版第1刷(2011年1月21日発行)への正誤表

修正履歴
2011.03/15

→04/20

→05/16

→07/12

→10/07

→11/15

→2012.01/17

→03/09

→03/22

→04/03

第2刷に際し，第1刷で判明した修正箇所はすべて反映しております．
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図6.17(a)

　判明している誤植や間違い情報です．ご指摘いただいた方，ありがとうございます．

　著者の見落しやミスがほとんどのようです．編集部の皆様，申し訳ありません．

1.　p.152　図12.2が間違っています．正しい図は右図

の通りです．

2.　p.159　中ごろ
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3.　p.183　演習問題6.2解答中
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4.　p.183　演習問題6.2解答中

の式の最後の項v
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5.　p.81　図6.17(a)の荷重の文字 が抜けていました．R
B

正しい図は右の図のとおりです．

6.　p.102　左側の「Pick Up」で，
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でもよい． なら電卓で逆正接( )をとると第一象限の角度を返すし，逆に2τ
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なら第四象限の角度(負の値として)を返します．2τ
xy

/(σ
x
&σ

y
)<0

の場合で なら なので角度 は第三象限の角度でなければな2τ
xy

/(σ
x
&σ

y
)>0 σ

x
&σ

y
<0 τ

xy
<0 2θ

n

らないので「 」でなければなりません．Pick Upにある「 」も第三象限なの電卓値%π 電卓値&π

で間違いではなく，見ている主応力軸は同じです．このあたりの説明を例題例題例題例題8.6として追加し

ています．なお， でかつ なら なので正しい角度 は第二象限2τ
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7.　p.110　「Plus 」中の式α
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8.　p.74　例題例題例題例題6.2の「解答」の一番目の式で
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9.　p.96　「7.2.2　　　　長方形断面長方形断面長方形断面長方形断面」の二番目の式( の表示式)の分子に が必要．すなわち，dφ/dx T
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10. p.53 図4.8に間違いがあります．図4.8(b)中右下
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正： 　(図は次ページ)y'%h
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11. p.105 図8.7に間違いがあります．同図右下の応力円上の座標
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x

, τ
xy

)

です．右の図を参照してください．

補足事項

　間違いをご指摘いただいた際に，「なぜ， 軸τ

を下向きにとるのか」とのご質問もいただきまし

た．私どもなりに補足しておきます．（十分まと

まっているとは言えませんが・・・）

　まず，図8.3にあるように，斜面の法線が反時

計回りに 軸となす角を と定義しているので，この斜面が主応力面であれば，この面の法x θ

線は 軸を基準に反時計回りに をなすことになります． 軸は の作用面の法線でもありx θ
n

x σ
x

ます．

　一方，モールの応力円上で と を結ぶ線分を基準に応力の横座標 軸を見(σ
x
,τ
xy

) (σ
y
,&τ

xy
) σ

ると反時計回りに をなすことになります．（もし 軸を上向きに取ると，二点 と2θ
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τ (σ
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の位置関係は上下逆転し，二点を結ぶ線分を基準に 軸をみると「時計回り」に をなすσ 2θ
n

ことになります．）

　つまり， 軸を下向きにとると「反時計回り」が二次元の座標と応力円の座標に共通することτ

になります．



12. p.185　演習問題7.2解答中
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13. p.139 図11.3中

誤： MA'Pδ

正： M
A
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14. p.150 図12.1中

誤： 「全体系の方程式[k]{U}={F}」

正： 「系全体の方程式[K]{U}={F}」

15. p.161 図12.11中
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16. p.189　演習問題12.2解答中下から二番目の式の右辺
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17. p.8 1.3.1項本文最初の五行

誤：「壁を手で押したとき，手は壁から押した力と同じ大きさで逆向きの力を受ける(図

1.13(a))．また，机の上に置かれた本は，机から垂力を受け，逆に机は本から逆向きの垂力

を受ける(図(b))．」



正：「手で壁を押すと，押した力と同じ大きさの力を手は壁から受ける(図1.13(a))．また，机の

上に本があるとき，本は机から垂直抗力を受け，机も本から垂直抗力を受ける(図(b))．」

18. pp.36-37 例題3.2

　本例題では，「断面積が直線的に変化する」場合の計算を扱っていますが，図3.7では直

径(または，半径)が直線的に変化するように描かれております．この点について著者らと編

集者との間の協議の結果，「断面積が直線的に変化する」より「直径が直線的に変化する」

ほうが図で直感的にわかりやすく「ビジュアル」に適しているという結論に達し，第二刷では

「直径が直線的に変化する」に改めました．ご迷惑をおかけしますが，ご理解下さい．主な修

正箇所は以下の通りです．

1)例題説明文

「図3.7のような左端の直径を ，右端の直径を として直径が直線的に変化する全長 ，D
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2)例題解答

左端から位置 における棒の内力は ，断面積は，x N'P
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となる．これを式(3.9)に代入し， ， は位置 に依存しないことを考慮すると，棒全体の伸P E x
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